
＜一般動員_トークポイント＞ 
 

① 今年阪神タイガースの矢野監督をメンタルコーチとしてサポートし、メディアで話題に。 

→２０１８年最下位から、２０１９年は３位に浮上。クライマックスシリーズファイナルまで進む。 

 

② 高校野球の約５０校に研修を実施し、そのうち１９校が甲子園に出場。 

→監督の意識を変えることで、選手を変えて、実際に結果を出してきた。 

  研修を実施した札幌大谷高校は、過去に一度も甲子園に出場したことがなかったが、 

２０１８年神宮大会で日本一に。（準優勝の星陵高校もメンタル研修を実施） 

 

③ 大人が子どもたちの可能性に蓋をしていることがあまりにも多い。 

→大人が変われば、子どもも変わることを実感し、 

  企業講演だけでなく、学校講演を中心に全国各地で講演活動中。 

 

④ 年間１００回以上の講演を実施。多くの講演会では通常数千円の参加費が必要となっているが、

今回の講演会は無料で参加することができるお得な会になっている。 

 

⑤ 心に響く、感動と気付きの多い講演会なので、ぜひ話を聞きにきてほしい。 

 

＜協賛_トークポイント＞（上記に加えて） 
 

① 大嶋啓介氏が提唱する「予祝」は、成功者たちも実践していた。 

・ソチオリンピックでの羽生結弦 

 →オリンピックに向かう飛行機で、最高の演技ができた未来をイメージし、感動で泣いてしまった。 

   イメージの中で金メダルを獲得し、先に喜びに浸っていたため、実際に金メダルを獲った際に、 

   「飛行機のなかでイメージしすぎて、飛行機のほうが感動しちゃいました」とコメント。 

・天覧試合での長嶋茂雄 

 →前日にスポーツ新聞を買い込み、「長嶋、天覧試合でサヨナラ本塁打」と自ら書き込んでいった。 

翌日の天覧試合で、予祝の通り、伝説になっているサヨナラホームランを打った。 

・ソフトバンクの孫正義 

 →プロジェクトを立ち上げる際は、そのプロジェクトの成功をイメージして、先に喜びに浸り 

ガッツポーズをしている。 

 

② 『前祝いの法則』を出版。「2019年読者が選ぶビジネス書」のグランプリを受賞し、発行部数も 11

万部を突破。 

 

③ 心に響く講演なので、従業員のモチベーションをあげ、組織に前向きな空気をもたらす。 


